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日
本
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
ー
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
、
神
戸
に
お
け
る
Ｉ

Ｔ
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
１
９
６
８
年
２
月
に
創
業
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
電
子
計
算
機
と
呼
ば
れ
た
時
代
か
ら
50
年
以
上
に
わ
た
り

Ｉ
Ｔ
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
研
鑽
を
積
み
、
時
代
に
応
じ
た
技
術
革
新
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
変
化
の
激
し
い
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
。

“
デ
ー
タ
エ
ン
ト
リ
ー
”
と
い
う
デ
ー
タ
入
力
業
務
か
ら
事
業
を
ス
タ
ー
ト

し
た
同
社
で
あ
る
が
、
現
在
は
「
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」、「
医
療
関
連

事
業
」、「
公
共
福
祉
事
業
」、「
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
事
業
」
の
４

つ
の
事
業
を
柱
と
し
、
こ
れ
ら
専
門
分
野
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

今
で
は
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ⱚ
事
業
の
転
換
期
は
医
療
関
連
分
野
へ
の
参
入

創
業
当
時
は
重
工
業
を
中
心
と
し
た
地
元
大
手
企
業
が
、
業
務
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
化
を
進
め
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
同
社
は
こ
う
い
っ
た
大
手
企
業

の
デ
ー
タ
入
力
業
務
を
主
に
請
け
負
っ
て
い
た
。
デ
ー
タ
入
力
の
知
識
と
経
験

を
重
ね
る
中
で
、
新
た
に
神
戸
市
の
総
合
病
院
の
会
計
入
力
業
務
の
依
頼
が
舞

い
込
ん
だ
。「
診
療
報
酬
請
求
な
ど
病
院
に
お
け
る
会
計
入
力
の
仕
事
で
あ

り
、
そ
れ
ま
で
手
が
け
て
い
た
デ
ー
タ
入
力
と
は
異
な
っ
た
経
験
の
な
い
分
野

だ
っ
た
。
大
き
な
決
断
だ
っ
た
が
、
挑
戦
す
る
道
を
選
ん
だ
」
と
池
惠
二
社
長

は
事
業
の
転
換
期
を
振
り
返
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
後
は
診
療
報
酬

請
求
の
み
な
ら
ず
受
付
業
務
も
手
が
け
る
な
ど
業
務
を
拡
大
し
、
医
療
関
連
分

野
へ
の
参
入
を
加
速
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
、
知
識
を
向
上
す
る
中
で
、

２
０
０
３
年
頃
、
神
戸
市
か
ら
公
共
福
祉
関
連
業
務
と
し
て
、
介
護
保
険
に
関

わ
る
仕
事
の
依
頼
を
受
け
た
。
こ
の
介
護
保
険
に
関
わ
る
業
務
に
は
、
保
険
請

求
か
ら
要
介
護
認
定
の
審
査
・
結
果
通
知
な
ど
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
な

る
。
神
戸
市
が
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
ー
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
白
羽
の

Ｉ
Ｔ
×
医
療
×
公
共
×
Ａ
Ｉ
の 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
こ
こ
に

「
す
べ
て
は
、
ひ
と
か
ら
」
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
ひ
と
が
い
る

株
式
会
社
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
ー
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

�

代
表
取
締
役
社
長 

池
　
惠
二
氏

▲顧客に寄り添ったシステム開発で高い評価を得る▲医療事務業務およびDXも支援する
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矢
を
立
て
た
こ
と
は
、
経
験
と
知
識
、
実
績
を
有
す
る
同
社
の
強
み
が
評
価
さ

れ
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。「
派
遣
業
の
み
、
医
療
事
務
の
み
を
手
が
け
る
会
社

は
沢
山
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
社
の
よ
う
に
Ｉ
Ｔ
も
手
が
け
る
、
医
療
関

連
・
公
共
福
祉
も
手
が
け
る
と
い
う
よ
う
な
会
社
は
少
な
い
と
思
う
」
と
池
社

長
は
自
社
の
強
み
を
こ
う
評
価
す
る
。
介
護
の
認
定
事
務
だ
け
で
あ
れ
ば
、
国

内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
で
あ
り
、
神
戸
市
の
業
務
請
負
を
皮
切
り
に
、
今
で
は
全
国

自
治
体
の
様
々
な
業
務
運
営
や
Ｄ
Ｘ
を
支
援
し
て
い
る
。

Ⱚ
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
注
力

同
社
の
売
上
は
メ
イ
ン
３
事
業
（
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
医
療
関
連
事

業
・
公
共
福
祉
事
業
）
で
ほ
ぼ
均
等
で
は
あ
る
が
、
今
後
は
“
企
業
と
し
て
多

様
性
を
確
立
す
る
”
と
の
考
え
か
ら
、
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
分
野
で
の
取
り
組
み

に
力
を
入
れ
る
方
針
だ
。
新
規
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
た
「
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
事
業
」
で
は
、
ま
ず
は
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
・
教
育
を
軸
と
し
た

事
業
を
展
開
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

現
在
、
小
学
校
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
か
ら
、
大
学
・
高
等
専
門
学
校

向
け
先
端
技
術
人
材
育
成
教
材
ま
で
多
様
な
教
材
づ
く
り
を
手
が
け
る
が
、
中

で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
Ｒ
Ｏ
Ｓ
（
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ 

Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｓ
ｙ

ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
）
学
習
教
材
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
－
Ａ
ｒ
ｏ
１
」
で
あ
る
。

日
本
が
直
面
す
る
少
子
高
齢
化
や
労
働
力
不
足
な
ど
の
社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
Ｄ
Ｘ
促
進
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
開

発
。
真
の
Ｄ
Ｘ
を
実
現
で
き
る
技
術
と
人
材
の
育
成
を
推
進
し
て
い
る
。

Ⱚ
経
営
理
念
は
誠
実
謙
虚
・
信
頼
創
造
・
遊
々
精
励

Ｉ
Ｔ
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
い
っ
た
、
社
会
に
お
け
る
重
要
な
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
同
社
の
経
営
理
念
は
「
誠
実
謙
虚
」「
信
頼

創
造
」「
遊
々
精
励
」
で
あ
る
。
中
で
も
「
遊
々
精
励
」
は
遊
ぶ
時
は
遊
ぶ
が
、
や
る
時
は
や
る
と
い
っ
た
自
由
な
社
風
を
つ
く
り
上
げ
て

い
る
。「
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
対
し
て
は
、
難
し
い
こ
と
は
考
え
ず
ト
ラ
イ
し
て
み
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
。
非
常
に
根
気
強

く
経
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
思
う
。
ま
た
、
人
と
の
出
会
い
に
も
恵
ま
れ
た
」
と
続
け
る
。
２
０
２
１
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
質
を
極
め

て
信
を
得
よ
」
を
テ
ー
マ
に
、
創
業
１
０
０
年
を
見
す
え
る
。

岡山県津山市出身。高校卒業後、
名古屋の商社での勤務を経て、
1968年、創業間もない日本ビジ
ネスデータープロセシングセン
ターに入社。1991年、代表取締
役社長に就任し、現在に至る。専
門的な医療事務（診療報酬）分野
にも挑戦し、これまでのシステム
事業のみから業容拡大を図ったこ
とは経営の大きなターニングポイ
ントだったと振り返る。「あきら
めずに進んでいくこと」を大切に
する。趣味は仲間とのゴルフ。

Corporate philosophy
『誠実謙虚・信頼創造・遊々精励』
『笑顔でつなぐ仲間と未来』

住所 〒650-0032
神戸市中央区伊藤町119
創業 1968年2月
事業概要 ITソリューション、
医療関連事業、公共福祉事務事
業、AI・ロボティクス・IoT事業
URL http://www.nihon-data.jp/

会社 DATA

▲学習教材「TOMOT-Aro1」の提供で先端技術人材育成を支援する

池　惠二 Ike Eiji

184185　　電機・情報


